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要  旨

平成23年度における徳島県の一般環境大気測定用でのオキシダント濃度については,環境基準 (環境基準値は 1時間
値が00牧 )【〕m以下)を達成することができず,高濃度オキシダント (以下,特に注釈のない限り「0 08pI)111以 上」をい
う。)発生日は23日 あった。オキシダント緊急時報については,注意報のた令は平成 7年度から20年度まで14年賠]続い
ていたが,平成21年度以降は注意報・警報ともに発令はなかった。

高濃度オキシダント発生日数は,気象条件等 (日 射,気温,風)に影響されるため年により増減するが,平成23年度
は過去10年間で平成22年度に次いで少ない日数であった。
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工 調査方法
1 測定地点

平成23年 度は一般環境大気測定局15局でオキシダント濃

度を演1定 (図 -1)。

※阿南局は平成17年 12月 22日 から平成20年 31]3111ま

で測定休止。中島局は平成20年 4月 11]か ら休止中。羽

ノ浦局及び山「]局は平成23年 4月 1日 から休止中。

I はじめに
全国的に,オキシダントの主たる原因物質である窪素酸化

物 (NOx)濃度牛:は近年横ばいで環境基準をほぼ達成してい

るせ)のの,光化学オキシダント濃度については,環境基準が

ほとんど達成されていない状況が継統している。徳島県にお

いても同様の状況であり,平成23年度では企に3で環境基準を

達成できなかった。

平成23年度における全国的なオ千シダントの緊急時報発

令状況を見ると1),注意報の発令延日数は82日 (18都府県)で

あり,昨年度の182日 (22都府県)と比較して約55%減少し

た。また,尭 令地域については,近年,広域化している状況

が見られる。全国の最高値は千茉味tの 0 165pl)lnで あり1警

報の充令はなかった。

ここでは,平成23年度の徳島県のオキシダントの発生状況

について報告する。
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図-1 環境人気測定局設置場所



2 測定方法等
(1)オキシダント

① 沢1定器

束亜ディーケーヶ―榊製 GUX 213型、GUX-353

型 (川内局・脇町局)

② 濃1定方法

紫外線吸収法

③ 校正方法
UV法 (環境大気常時監視マニュアルの改訂に伴い,
平成22年度より,測定器の校正方法を KI法から〔iV

法に変更。)

※KI法 :中性りん酸塩 1%よ う化カリウムによる手分

析方法

UV法 :紫外線吸光光度計による方法
(2)風 占!・ lERI速

O 測定器
光進電気工業榊製 MVS 350型微風向風速計

御 日本エレク ト 1サ ック・ィンスルメン ト製 N
262LV 2R型 微風向風速計

IIl 調査結果及び考察

1 高濃度オキシダント等の発生状況
(1)環境基準との対応状況

表 -1に 示すように,渡t定 局15局全局で環境基準
(()06ppni以 ド)を超える日がみられた。図-2は測定
局別に過去5年 i割 の環境基準超過 H数を示した。平成23

年度の環境基準超過日数は平年に比べ少なく,超過日数

が70日 以上となったのは鳴門 (80日 ),椿 (71日 )のみ

であつた。また,月 別の環境基準超過日数では4月 ～ 6

月に多かった。 本方,11月 ～2月 は概ね環境基準を達成
していた (表 -1)。

(2)高濃度日の発生状況

① 発生日総数

表-2に示すように,平成23年度で0 08ppm以 上に

なった日数は23日 あったが,o loppnl以 Lとなった日

はなかった。過去10年「瞥](平成13～ 22年度)と比較

すると,いずれの濃度域においても,高濃度発生日数

は少ない年であった。

なお,全国の状況を表-3,4及び図-3に示すが,

平成28年度の全国の注意報等の発令延日数は82日 ,大

阪湾地域では6日 であり、いずれも過去10年間で最も

少なかった。

また,発令最多都府県は埼玉県の17日 ,次いで栃木

県及び千葉県の11日 であった。近年は発令地域が広域

化する傾向にあり,平成20年 は長野県と佐賀県,平成

21年は山形県と鹿児島県,平成23年は高知県で観渡r史

上初めて発令されている。

② 周別 (15局 令局)発牛日数
平成23年度の県下全体の高濃度発生日数 (表 -2)

を月別にみると5月 (7日 ),8月 (4日 )が多く,11

月～ 2月 は高濃度オキンダントが発生していなかっ

た。発生回数を過去10年 間の平均と比較すると
,

0 08pprll,041 0ppnl以上の発生日数ともに全ての月に

おいて概ね減少した。

表-1 局別・月別高濃度オキンダント件発生状況 (平成23年度)
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表-2 月,1高濃度オキシダント発生日の経年変化
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なお,全 ELlの注意報の発令状況 (表 -4)は ,4月 ～
9月 に発令され,8月 が最も多く38日 ,次いで 7月 に

19日発令されていた。 方,10月 ～3月 は発令さヤ1て
いなかった。

① 局別発生日数
局別高濃度発生日数 (表 -1)は 2日 ～10日 であり

,

上位局は鳴門>池田>徳島=椿となった。

④ 発生時刻と時間数 (表 -5,図 -4,5)

初めて高濃度となった発生時刻延回数は,15時>14
時>16時>17時>13時 =18時 の順であり,高濃度発
牛時刻は13時～171寺 で80%を 占めていた。発生中延

時間数は,15時>16時>17時 >18時 >14時で,14口寺

～18時で71%を 占めていた。また,23‖寺以降に高濃度

発生は認められなかった。

平成23年度と過去 5年間平均の頻度を比較すると,

発生時刻延回数はピークが13時から15時 にシフトし

ているが,発生中延時間数は過去 5年間とほぼ同様な

推移であった (図 -4,5)。

2 高濃度オキシダントと気象の関係
(1)天候との関連 2)

平成23年度の高濃度発生は,「当日・H青」が78%あ り
,

曇の同でも22°。となっていた (表 -6)。

高濃度発仕日は日照時間が10時 間以 上の場合が

52_2%で 最も多く, 日照時間が長い日に高濃度オキシダ

表-4 各都府県における注意報等発令日数の推移 (平 成13年～平成23年 )
(環境省調べ)
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表-5 高濃度オキシダント発生時刻と時FFE数 (平成23年度)
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当該時亥どにおいて高濃度である局数の年間合計を示す。
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図-5 発生中延時間数

ントが発生する傾向が見られるが,1時間未満でも高濃

度オキシダントの発生が見られた。全体としては il照時

間 7時間以 上が91%を 占めていた。 (表 -7,図 -6)。

また,高濃度発生回数が過去10年間において多かった

4月 ～ 8月 については,平成23年度における高濃度変化

旧数は過去10年間の平均lllよ りも少なく,時水量は 4月

及び 8月 を除いて平年より多かった。また,気温は 4月

を除き平年より高く,日 照時間は 4月 を除いて平年より

短かった (表一S, LKl-7～ 9)。

(2)風速との関連

高濃度発牛時の風速は,20～ 2.9m/sが最も多く 10

表-6 高濃度オキシダント発生前 3日 間
及び当日の天候 (平成23年度)

注)徳島地方気象台の観測データに基づき作成したもので
ある。

表-7 高濃度オキシダント発生と日照時間 (平成22年度)

注)徳島地方気象台の観淑1データに基づき作成したもので
ある。

～3 9 rn/sで 750%を 占めていた。40n1/さ以 Lでは高濃

度発生率が比較的低い傾向にあった (表 -9)。 過去 5年

間の平均告」合でも10～ 3.9m/sが中心であり,同様な傾

向が見らねた (図 -10)。

3 オキシダント濃度の状況

(1)全体 (15局 全局)

測定局15局 全てについて全体的にみると,昼間の日最

高値の年平均は, 平成23年度は0 043ppmで ,過ム 5年

間と比較すると低い値であった。経用変動では,4月 ～ 5

月に大きなピークとlo月 に小さなど―クのある 2山 型

であつた。月平均値を過去 5年間平均値と比較すると,

4月 ～ 9月 は過去 5年 間平均値 を大き く (O o04～
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図-6 高濃度オキシダント発生と日照時間の経年変化

表-8 平成23年度 月〕!気象状況
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表-9 高濃度オキシダント発生時の風速頻度 (時間数)
(平成23年度)

8■ O  B 20  日 (36  S(16   綾 (50   困 4s e   日 60彗

図-10 1葛濃度オキシダントとlAl速別出現頻度

00431)pIIIで ,金キ3と同様な値であった。周別でも,41

局とほぽ同じ傾い1を示した。

南部地域の昼間の日最高値の年平均は0.043ppmで
,

全局と同様な値であった。月別でも,全局とほぼ同じ傾

向を示した。また北部,西部と比較したところ,4月 に低

く,10月 に高値を示した。

西部地域の昼間の日最高値の年平均は0.0431〕 I)I11で ,

全局と同様な値であった。月別でも,全局とほぼ同じ傾

向を示した。また北部,南部と比較したところ,2月 ～ 4

月にかけての春先に高値を示した (表 10,図 -12)。

Ⅳ まとめ
本県における平成23年度のオキシダント濃度の測定結果

について,以下のことが明らかとなった。

1「 オキシダント濃度Jは,全局で環境基準を達成してい

ないものの,環境基準超えの日数は平年に比べ少なく, 用

別では 5月 が最も多く,4月 ～ 6月 に集中していた。

2 「高濃度オキシダントJの発生状況については,発生潤
数は23日 と,過去 10年十首]と比較すると少なく,用 別では 5

月及び 8月 が多かった。

また,オキシダントが初めて高濃度となった時女」は13～

17時,高濃度であった時力|は 14時～18時が多く, 日射量

の多い時間帯が多かった。さらに、高濃度オキシダント発

生時は晴れていて, 日照時間が長く,風速は10～ 39n1/s

の弱風の出が多かった。こねは,光化学反応が促進された

こと,発生したオキシダントが滞留したためであると考え

られる。

3「繁急 H± 1の 発令状況をみると,平成 7年度から平成20

年度までな意報の充令が14年間続いていたが,平成21年度

以降、注意報の発令はない。また過去10年間で lLl回 におい

て最も注意報の発令が多いのは徳島県であるが, ここ数年

■媛県での注意報発令が継続している。

1 オキシダント濃度の「昼間の日最高値!に ついてみると,
月平均値では 4～ 5月 に大きなピークとlo月 に小さな

ピークのある 2山 1せであり,過去5イ子1間の平均値と比較す

ると,特に 4月 ～ 9月 において平均値を大きく下1可 ったぅ

8月           lo月

図-9 日照時間の状況
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表-10 オキシダント昼措1の 間最高値の平均値(全局及び 3地域比較)

主 型 4 7 9 11 と 3 年平均
引え成 18年度 0.053 0.065 0.070 0,012 0.062 ()。057 型.054 0.049 0.035 0.040 0.047 0.05/4 0.052
半 ryK l U年 度 0.065 0.076 0.061 0.058 0.047 0.052 0.0531 0.046 0039 0.039 0.049 0.058 0.054
平成20年度 0.067 0.073 0.059 0.051 0.042 0.047 0.048' 0.042 0.037 0.037 0.039 0_()R9 ll`)4R
平成21年度 0.059 0.072 0.06あ 0.037 0.047 00ふ f 0.0う 0 0.039 0.037 0,040 0.038 0_Clイ 1 0.048
平成22年度 0.048 0,061 0,052 0.039 0.035 0.046 0.046 0.040 0.034 0.037 0.089 0.042 0.043
過去 5年間平均 0.058 0.069 0.061 0.0・ 4‐ 5 0.047 0.051 0.0501 0.042 0`086 0.089 0.042 0.047 0.0′49
平成23年度 (全局) 0053 0.059 0.047 0.039 0.043 0.038 0.0481 0,036 0,035 0.035 0.087 0.043 0.043
平成23年度 (北部) 0.056 0.058 0.048 0.039 0.044 0.089 0.0471 0.035 0.034 0.034 0.035 0.041 0.043
平成23年度 (南部)0。 ()48 0.060 0,047 0.037 0.041 0.038 0.0511 0,038 0,036 0,036 0.037 0.04石 0.043
平成23年度 (西部)0.055 0.060 0.045 0.040 0.044 0.039 0.0441 0.033 0.035 0.036 0.039 0.049 0.043
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